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過去の開発ですでに遺跡が消滅したと思われる範囲

遺跡名称 所在地 種別 時代 立地 概要 現状

1 大上１号墳 猪熊四丁目 円墳 古墳 独立丘陵 独立丘陵稜線上 現状保存

2 大上2号墳 猪熊四丁目 円墳 古墳 独立丘陵 独立丘陵稜線上 現状保存

3 洞谷遺跡 頃末北二丁目 経塚 平安 丘陵 経塚の碑文あり。一字一石経。『水巻町誌』（1962） 消滅

4 立屋敷遺跡 伊左座、立屋敷 集落 弥生～古墳 低湿地

遠賀川河川中。1940、52、1994年調査。遠賀川式土器や柱痕跡、ドン

グリピットなど。杉原壮介『遠賀川』（1940）、『水巻町誌』（1962）『立屋

敷遺跡（第三次）』町文化財報告書第5集

一部消滅

5 松ケ谷横穴群 吉田南五丁目 横穴 古墳 丘陵 1942年調査、24基の横穴墓を確認。『水巻町誌』（1962） 調査後消滅

6 上二貝塚 二西三丁目 集落 弥生～鎌倉 微高地
1997年調査。弥生土器、小形ぼう製鏡出土、中世の井戸など。『水巻町

誌』(1962）、『上二貝塚』町文化財調査報告書第6集（1998）
一部保存

7 宮ノ下遺跡 二西四丁目 貝塚・散布地 弥生～古墳、中世 微高地

1941年調査、弥生中期の貝塚として紹介。『水巻町誌』(1962)。貝類（シ

ジミ他）、弥生土器・石庖丁・土師器・瓦器・青磁出土。2018、,2020年の

工事立会では貝塚の一部と周辺では中世までの遺物を発見。遺跡名を

を宮ノ下貝塚から宮ノ下遺跡に変更。2021年発掘調査にて弥生～中世

の包含層を確認。

一部消滅

8 垣生地遺跡 二西四丁目 散布地 弥生～古墳 低湿地 1968年調査。『垣生地』(1969.4) 調査後消滅

9 朳遺跡 朳一丁目 墳墓 古墳 丘陵
円墳径８ｍ、石室半壊、1996年箱式石棺を調査。『御輪地遺跡・朳遺跡

箱式石棺』町文化財調査報告書第7集（1999）
一部保存

10 洞谷横穴 頃末北二丁目 横穴 古墳 丘陵 防空壕に転用され原型を留めず。『水巻町誌』（1962） 消滅

11 頃末遺跡Ａ 頃末北二丁目 貝塚・散布地 縄文～中世 丘陵

2014年工事立会で貝塚発見。2015年確認調査により、古墳時代の流路

を発見一部調査。シジミ貝・獣骨。縄文土器・弥生土器・土師器・須恵

器・青磁・白磁などを採集。『水巻町誌』(1962）

現状保存

12 頃末遺跡Ｂ 頃末北三丁目 散布地 弥生 丘陵 2008年工事立会。貝殻を含む土壙。 一部消滅

13 頃末小学校遺跡 頃末北四丁目 墳墓 弥生 丘陵 箱式石棺。『水巻町誌』(1962) 消滅

14 八劔神社・大イチョウ 立屋敷三丁目 神社・天然記念物 丘陵
1185年以前創建。大イチョウは樹齢1,900年余りといわれる。『水巻町

誌』(1962)
現状保存

15 宮尾遺跡A 吉田東三丁目 集落 弥生、古墳、江戸 丘陵
1994年調査。竪穴住居跡8軒。江戸時代の鍛冶場跡。『宮尾遺跡A地

点』町文化財調査報告書第3集(1996)
調査後一部保存

16 苗代谷遺跡 美吉野 集落 旧石器～鎌倉 丘陵
1992年調査。竪穴住居跡10軒。『苗代谷遺跡』町文化財調査報告書第

1集（1993)
調査後消滅

17 荒祭神社 伊左座五丁目 神社 安土桃山 微高地 1600年現在地。『水巻町誌』(1962) 現状保存

18 鷹見神社 猪熊四丁目 神社 江戸 丘陵 1682年創建。『水巻町誌』(1962) 現状保存

19 慈雲山河隣寺 猪熊六丁目 寺院跡 江戸 独立丘陵 1615年創建。1872年廃絶。『水巻町誌』(1962) 現状保存

20 尾崎遺跡 朳二丁目 散布地 縄文～中世 独立丘陵 石匙、土師器・青磁片 現状保存

21 伊豆神社 朳一丁目 神社 安土桃山 丘陵 1588年創建。『水巻町誌』(1962) 現状保存

22 古賀城址 古賀一丁目 城跡 戦国 独立丘陵 16世紀後半築城。『水巻町誌』(1962) 現状保存

23 久我神社 古賀一丁目 神社 安土桃山 独立丘陵 1588年の棟札。『水巻町誌』(1962) 現状保存

24 古賀立屋敷遺跡 古賀一丁目 散布地 中～近世 独立丘陵 瓦質土器、陶磁器片。2002年工事立会。土壙のような落ち込み。 現状保存

25 報恩寺 古賀一丁目 寺院・石塔 室町・江戸 独立丘陵 1558～69年創建。享保名の宝篋印塔。『水巻町誌』(1962) 現状保存

26 伊豆神社 頃末北二丁目 神社 室町 丘陵 1571年創建。1914年現在地。『水巻町誌』(1962) 現状保存

27 徳照寺 頃末北二丁目 寺院 江戸 丘陵 1623年創建。『水巻町誌』(1962) 現状保存

28 与四郎地蔵 頃末北二丁目 地蔵 江戸 丘陵 年貢免除の犠牲となった与四郎の伝説。『水巻町誌』(1962) 現状保存

29 貴船神社 下二西二丁目 神社 江戸 独立丘陵 1844年再建。『水巻町誌』(1962) 現状保存

30 長専寺 立屋敷三丁目 寺院 室町 微高地 1558～69年創建。『水巻町誌』(1962) 現状保存

31 八所神社古墳 二西四丁目 神社・古墳（円墳？） 古墳 独立丘陵 1666年再建。1714年古墳発見、四環鈴出土。『水巻町誌』(1962) 消滅

32 迎遺跡 二東三丁目 散布地 弥生～中世 微高地 1996年確認調査。2019年工事立会。弥生土器、青磁、白磁出土 一部保存

33 信行寺 二東三丁目 寺院 江戸 微高地 1623年創建。『水巻町誌』(1962) 現状保存

34 内往還 吉田東五丁目 江戸 丘陵 参勤交代の街道。『水巻町誌』(1962) 現状保存

35 寂光院の宝篋印塔 吉田西四丁目 石塔 室町 丘陵
1967年、吉田片山から現在地に移転。柴田貞志『水巻昔ばなし』

(1986)、2019年同町古賀3丁目の町有地へ移設。
消滅

36 片山古墳 吉田南二丁目 円墳 古墳 丘陵 径15ｍ、石室全壊。『水巻町誌』(1962) 消滅

37 松月庵 鯉口 寺院跡 江戸 丘陵 1729年創建。1872年廃寺。『水巻町誌』(1962) 現状保存

38 切貫のノミ跡 吉田東三丁目 運河 江戸 丘陵

堀川開削工事（1751～62年）に残るノミ跡。2005・2015年調査。岩盤に

線刻文字有『水巻町誌』(1962)、『吉田車返切貫跡』町文化財調査報告

書第8集(2006)、『堀川文化財総合調査』（2017）

現状保存

39 河守神社 吉田東三丁目 神社 江戸 丘陵 1760年現在地となる。境内に三十六歌仙絵馬。『水巻町誌』(1962) 現状保存

40 宮尾遺跡Ｂ 吉田東五丁目 墳墓 弥生～古墳 丘陵 丘陵頂部に箱式石棺。裾部に土師器、須恵器片。 現状保存

41 妙楽寺 吉田東五丁目 寺院 安土桃山 丘陵 1579年創建。『水巻町誌』(1962) 現状保存

42 貴船神社・クスノキ 吉田東四丁目 神社・天然記念物 江戸 丘陵 1619年再建。クスノキは樹齢800年余り？『水巻町誌』(1962) 現状保存

43 鯉口遺跡 美吉野 集落 古墳、鎌倉 丘陵
1995年調査。鎌倉時代の掘立柱建物跡。『鯉口遺跡』町文化財調査報

告書第4集(1996)
調査後一部消滅

44 御輪地遺跡 吉田東三丁目 集落 古墳 丘陵
1996年調査。古墳時代の祭祀跡。『御輪地遺跡・朳遺跡箱式石棺』町文

化財調査報告書第7集(1999)
調査後消滅

45 猪熊古作近世墓地 猪熊七丁目 墳墓 江戸 微高地 2000年確認調査。 現状保存

46 立屋敷丸ノ内遺跡 立屋敷三丁目 集落 中～近世 独立丘陵
2004年調査。中世墓地、近世造成跡。『立屋敷丸ノ内遺跡』福岡県文化

財調査報告書第204集(2005)、2012年調査中世集落。
調査後一部保存

水巻町遺跡等分布一覧表（2022年4月現在）番号は分布地図の番号と一致する


